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平成26年度一般会計予算につきまして、 歳出の性質別の分析及び歳入のうち
市税関連につきまして、 補足説明を申し上げます。

まず、 一般会計の予算総額の476億5,620万 5 千円は、 前年度の肉付け予算で

あります 6月補正後と比較いたしまして豆億教科3友塗工淵ぬ親臨となっており
ます。

この一般会計の財源構成につきましては、 市税などの自主財源は270億7,566

万 9 千円で、 構成比は56.8 %、 地方交付税などの依存財源は205億8,053万 6 千

田赫蚤も構成比は,4熟れれとなっております。

次に、一般会計の歳出を性質別に分析いたしますと、義務的経費は249億9,372

万 3 千円で、 予算全体の52.5 % を占めております。 これは、 前年度 6 月補正後

予算額と比べ2.5 % の増となります。
この要因といこしまし工藤≧蘂塾薮二.約め王"障害煮劇甚霧競費など“増加｣

により技5 % の増となりましたほか、公債費で、 元金償還の増などにより3,2%
の増となったこと等によるものですよ,

また、人件費については、 給料、扶養手当などの基本給は減少していますが、
墨職手当薊廳瓢など"は .丸一全体とし-ては1.2 %象蝋、となった こ ろですo

次に、 投資的経費は32億910万 9 千円、 構成比は6.7 % で、 前年度 6月 補正後

予算額と比べ18.8 % の減となっております。
この要因の主なものは~考陽だまりの丘の子育て支援施設と生涯学習施設を兼

ね備えた複合施設の整備が蕪里成25年度に完成したことるこよるものであります。

次に、 義務的経費及び投資的経費以外の、 その他の経費につきましては194億
5,337万 3 千円、 構成比は40.8 % で、 前年度に比べ4.4 % の増となっています。

性質別の主な概要は以上でございます。

続きまして、 平成26年度一般会計の歳入のうち、 市税関連について説明を申

し上げます。

市民税につきましては、 経済動向や25年度決算見込みなどを踏まえ、 計上い
た しま した。

まず、個人市民税につきましては、前年中の所得に対する課税でありますが、
景気が回復傾向にあることや、 25年度決算見込みを勘案し、 前年度当初予算対
比 1.4 % 増の82億8,943万7千円を計上いた しま した。



次に、 法人市民税につきましては、 景気の回復傾向が業種によって差が見ら

れますことから、 市内大手事業所の前年度の決算状況を勘案し、 前年度当初予
算 対比4,9 % 減 の 12億8,216万9千円を計上いた しま した。

次に、 固定資産税でございます。
土地につきましては、 住宅用地や特定市街化区域農地の負担調整措置の据置

特例が26年度から廃止されますことにより、 前年度と比較して増を見込みまし
た。

家屋につきましても、 西部丘陵地で大型店舗が新築されたことや住宅建設戸
数が順調に伸びていますことから、 増を見込みました。

しかし、 償却資産につきましては、 依然として企業の設備投資が低調なこと

から減を見込みました。

以上によりまして、 固定資産税全体といたしましては、 前年度当初予算対比
で0.2 % 減の88億 1,6 32万6千円を計上いた しま した。

また、 国有資産等所在市交付金につきましては、 関係機関からの価格決定通
知 に基づき、 1,583万6千円を計上いたしま した。

次に、 軽自動車税につきましては、原動機付自転車の登録台数が減少傾向と
なっておりますものの、豊艶通且戦再起甚一谷維持費が‐安価な軽四輪乗用車の登録
台数の増加が堅調であれま式汚さ及ぶ≧、瓢真鑑腐乱観蚤象潟基途緒教導の2億
1,o39万円を計上いた しま した。

次に、 市たばこ税につきましては、 前年度実績を踏まえ、 前年度当初予算と
同額の 9 億7,866万 4 千円を計上いたしました。

次に、 入湯税につきましては、 前年度実績を踏まえ、 前年度当初予算と同額
の7,365万円を計上いたしま した。

次に、 都市計画税につきましては、 主に家屋の新築状況を勘案し、 土地、 家

屋を合わせて、 前年度当初予算対比3.7 % 増の 9 億5,960万円を計上いたしまし
た。

次に、利子割交付金につきましては、 これまでの交付実績や地方財政計画を
勘案し、 前年度当初予算対比14.8 % 増の6,200万円を計上いたしました。

次に、 配当割交付金につきましては、 景気の回復見込みや、 地方財政計画を



勘案し、 前年度当初予算対比107.5 % 増の8,300万円を計上いたしました。

次に、 株式等譲渡所得割交付金につきましては、 これまでの交付実績や地方
財政計画を勘案し、 前年度当初予算対比216.7 % 増の1,900万円を計上いたしま

した。

次に、 地方消費税交付金につきましては、 消費税率が引き上げになります影
響から地方財政計画を勘案し、 前年度当初予算対比18.9 % 増の14億1,200万円を

計上いたしました。

次に、 ゴルフ場利用税交付金につきましては、 これまでの交付実績や地方財
政計画を勘案し、 前年度当初予算対比4.1 % 減の4,700万円を計上いたしました。

次に、 自動車取得税交付金につきましては、一目~動車取得税の税率が榊喜平封ト

になりますことから、前年度当初予算対比,生丸登れ滅ぬZ鰡4【ぬ万周を計上いたしま
し た。

以上、 平成26年度一般会計予算の歳出の性質別の分析及び歳入の市税関連に

つきまして、 補足説明とさせていただきます。
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